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しちがはま

しめ縄づくりに

      チ
ャレンジ！しめ縄づくりに

      チ
ャレンジ！しめ縄づくりに

      チ
ャレンジ！

２

５

８先進地視察先進地視察

まつかぜ児童保育館が完成まつかぜ児童保育館が完成特

集

す ぱ ー く 七 ヶ 浜 が 町 の 財 産 に

３常任委員会が行く・・・　



ひと口メモまつかぜ児童保育館
　

小
学
校
の
1
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
下
校
後
保
護
者
等
が
家
庭

に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、生
活
指

導
を
行
い
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
の
施
設
。

定　　　員　50人（学童の増加を見越して設定）

保育料　　2100円／月
費　　　用

構　　　造　鉄骨、平屋建て

建 築 面 積　125.4㎡（約38坪）

総 事 業 費　2625万円

使用開始日　平成22年12月20日

おやつ代　2500円／月

留
守
家
庭
児
童
保
育
館

子育てを支援するため従来と変わりません
児
童
館
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　

最
近
の
動
き

平
成
20
年
３
月
議
会

平
成
21
年
４
月

児
童
館
の
充
実
・整
備
を

汐
見
小
に

第
２
は
ま
ぎ
く
児
童
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
新
設

平
成
22
年
12
月
20
日

新
築
・移
転
終
了

　

中
央
公
民
館
へ
の
併
設

も
含
め
た
増
設
は
で
き
な

い
か
。

答
弁　

併
設
は
困
難

平
成
21
年
12
月
議
会

ま
つ
か
ぜ
児
童
保
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　

の
新
設
は

　

利
用
者
が
定
員
を
上
回

る
状
況
で
増
築
や
新
築
が

で
き
な
い
か
。

答
弁　

22
年
度
の
新
築
に

　
　
　
　

向
け
準
備
中

  

議会スポット－議題の核心に迫る－

新
し
い
環
境
で
の
び
の
び
と
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　

  

移
転
し
ま
し
た

 12月
定例会

　

まつかぜ児童保育館 ついに完成
　

12
月
定
例
会
は
12
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
改
正
、
各
種
補
正
予
算
な
ど
11
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
４
人
の
議
員
が
行
い
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

改
築
が
望
ま
れ
て
い
た

「
ま
つ
か
ぜ
児
童
保
育
館
」
が
松
ヶ
浜
小
学
校
の
東
側

に
建
設
さ
れ
12
月
20
日
に
移
転
が
終
了
し
ま
し
た
。
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ま
つ
か
ぜ
児
童
保
育
館
を
利

用
し
た
汐
見
台
南
の
尾
形
さ

ん（
５
人
家
族
）の
お
宅
に
伺

い
、話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

蓮
く
ん（
小
１
）

Ｑ
新
し
い
建
物
は
ど
う
で
す

　

か
？

Ａ
う
れ
し
い
〜
。広
く
て
、き

　

れ
い
で
と
っ
て
も
楽
し
み
で

　

す
。今
度
は
ゆ
う
た
く
ん
と

　

も
一
緒
だ
も
の
。

　

各
務
さ
ん（
中
１
）

Ｑ
利
用
し
て
い
た
頃
の
思
い

　

出
は
？

Ａ
夏
は
暑
く
て
、冬
は
ス
ト
ー

　

ブ
が
一
個
で
寒
か
っ
た
の
で

　

け
っ
こ
う
つ
ら
か
っ
た
。

　

今
度
は
、ち
ゃ
ん
と
暖
房
も

　

あ
る
よ
う
だ
し
う
ら
や
ま

　

し
い
わ
。

Ｑ
も
う
一
度
行
き
た
い
？

Ａ
ま
さ
か
〜　
（
ア
ハ
ハ
ハ
）

　

研
良
く
ん（
小
４
）

Ｑ
も
う
ち
ょ
っ
と
早
く
で
き
て

　

れ
ば
ね
？

Ａ
早
く
建
て
て
と
言
っ
て
い
た

　

ん
だ
け
ど
、残
念
だ
な
〜
。

　

ち
ょ
っ
と
で
も
入
り
た
か
っ

　

た
。蓮
は
い
い
な
〜
。

　

お
母
さ
ん（
美
保
さ
ん
）

Ｑ
新
し
い
児
童
保
育
館
の
良

　

い
と
こ
ろ
は
？

Ａ
一
つ
の
部
屋
に
２
・
３
年
生

　

も
一
緒
な
の
で
、縦
関
係
が

　

で
き
て
良
か
っ
た
な
と
思
い

　

ま
す
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
児
童
保
育
館

　

に
望
む
こ
と
は
？

Ａ
家
み
た
い
な
ホ
ッ
ト
な
場

　

所
で
、「
た
だ
い
ま
」と
言
え

　

る
場
所
で
あ
っ
て
欲
し
い
で

　

す
ね
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

れ
んか

が
み

け
ん
り
ょ
う

み　

ほ



■下水道事業　借入金の借換えなどで減額　　△１２９６万円
■国民健康保険事業　基金積立金へ追加　　　　２０６７万円
■介護保険事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
　介護認定審査会へ負担金などに追加　　　　　　　９９万円
■水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
　一般会計からの水道高料金対策のための補助金　　８９１８万円

特別会計・水道事業会計

　
　

水
道
高
料
金
対
策
補
助

　
　

金
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
主
な
原
因
と
対
策
は
。

　
　

水
道
事
業
所
長　

　
　

水
資
源
が
な
い
た
め
す

べ
て
買
っ
て
い
る
の
で
発
生

し
て
い
る
。
次
年
度
は
水
道

高
料
金
対
策
補
助
金
が
該
当

す
る
か
不
透
明
で
あ
り
、
対

策
と
し
て
今
後
も
経
費
節
減

に
努
力
し
て
い
く
。

　平成22年度一般会計予算は歳入歳出それぞれ２３４６万円を追加し
て、５４億２８７２万円としました。補正の主なものは、４月の人事
異動による人件費と人事院勧告に伴った、職員、特別職の給料・期末
手当等の引き下げや水道高料金対策補助金などで、特別会計補正予算
も含め反対なく原案のとおり可決しました。

質
　
疑

補
正

予
算

答

水
道
事
業
の
安
定
経
営
に

１
８
５
０
万
円
を
借
入

お　も　な　内　容
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３２７万円

３１万円

５８万円
１８５０万円

△５３１６万円

１２６万円
２２０万円

８６万円

６８万円

８９１８万円

地方交付税(普通交付税)に追加

国庫補助金　木造住宅耐震診断助成事業へ

県補助金　子育て支援対策事業へ

町債(水道高料金対策のための借入金)

人件費(職員、特別職)を減額

国際村施設修繕料へ追加

乳幼児医療費助成金へ追加

子育て支援対策基金へ追加

木造住宅耐震診断業務委託へ追加(５件分)

水道事業会計へ水道高料金対策補助金

補 正 額一　般　会　計

■歳入

■歳出

すぱーく七ヶ浜

問

　
七
ヶ
浜
町
基
本
構
想

基
本
理
念

「
う
み
」

　

自
然
と
の
調
和

「
ひ
と
」

　

人
間
ら
し
く
生
き
る

「
ま
ち
」

　

快
適
で
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　

第
四
次
七
ヶ
浜
町

　
　
　
　

国
土
利
用
計
画

　

基
本
構
想
の
実
現
に
向
け

先
人
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
然
、
景
観
に
恵
ま
れ
た

町
土
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

た
め
に
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
土
地
利
用
を
進
め
て
い
く

た
め
の
も
の
で
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
に
追

加
　

す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜
は
、
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て

七
ヶ
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

(

町
社
協)

が
平
成
６
年
５
月

に
設
置
し
た
施
設
で
す
。
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
他
に
近

年
は
青
空
市
や
ボ
ッ
ケ
ま
つ

り
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
町
社
協
で

は
今
後
の
管
理
運
営
が
厳
し

い
た
め
、
町
に
無
償
で
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
屋
内
運
動
場
と

し
て
、
教
育
委
員
会
が
管
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
使
用
料
も
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

議案
審議

条
例
改
正

新
し
い
総
合
計
画
が

　
　
　

決
ま
り
ま
し
た
。

区　分

半面使用

全面使用

午　前
９時～12時

時間外
（１時間につき）

午　後
１時～５時

夜　間
５時30分～９時30分

630円

1580円

840円

2100円

840円

2100円

210円

530円

屋 内 運 動 場 施 設 使 用 料

が町の財産に

町 社 協 が 無 償 譲 渡

こんなことがきまりました－補正予算・条例などの議案審議－

　

12
月
定
例
会
で
は
４
件
の
条
例
の
一
部
改
正
と
、
平
成
23
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
の
町
基
本
構
想
と
国
土
利
用
計
画
案
を
審
議
し
、
す
べ
て

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

素
朴
な
ギ
モ
ン

ボ
ッ
ケ
の
ボ
ー
ち
ゃ
ん
と
の
り
の
り
君
の

来
年
度
か
ら
10
年
間
の
町
の
総
合
計
画

が
決
ま
っ
た
の
？

現
在
の
長
期
総
合
計
画
は
22
年
度
で
終

了
す
る
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
の
七
ヶ
浜
を

住
民
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
す

る
た
め
、
総
合
的
で
計
画
的
な
運
営
が

必
要
な
ん
だ
よ
。

今
の
計
画
と
ど
こ
が
違
う
の
？

基
本
構
想
が
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
計
画
を
５
年
ご
と
に
見
直

し
て
、
さ
ら
に
１
年
ご
と
に
事
業
を
検

証
す
る
ん
だ
よ
。

ど
う
し
て
議
会
の
議
決
が
必
要
な
の
？

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
を
決
め
た
ら

基
本
計
画
と
実
施
計
画
で
進
め
て
い
く

ん
だ
。
ま
た
土
地
の
利
用
も
構
想
に
沿

っ
た
も
の
な
の
で
、
基
本
構
想
と
国
土

利
用
計
画
は
議
会
の
議
決
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
ん
だ
よ
。

ぼ
く
た
ち
住
民
の
住
み
よ
い
七
ヶ
浜
に

し
て
欲
し
い
ね
。

そ
う
だ
ね
。
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ひと口メモ

　
水
道
料
金
が
全
国
平
均
よ
り
著

し
く
高
額
と
な
る
場
合
、料
金
格

差
を
縮
め
る
目
的
で
支
出
さ
れ
る

補
助
金
。

水
道
高
料
金
対
策
補
助
金



質問のゆくえを
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　11月29日に第２回臨時会を開き、職員、特別職、議員な
どの給与条例の一部改正を審議し、人事院による民間事業
所の給与調査により、公務員給与が民間を上回っているた
め、本町も人事院勧告に従い相当分の額を減額することを
原案のとおり可決しました。

　

給
料
表
を
調
整
し
給
与
を

減
額
す
る
。
さ
ら
に
期
末
勤

勉
手
当
の
格
差
相
当
分
の
額

を
減
額
す
る
。

　
　
引
き
下
げ
の
改
定
で
給

　
　
料
の
削
減
額
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　
一
般
職
員

　
　
の
減
額
に
よ
る
総
額
は

1
0
6
2
万
円
と
な
る
。

反
対
　
歌
川
　
渡

　
一
般
職
員
の
給
与
の
引
き

下
げ
は
40
歳
以
上
で
年
額
７

万
７
０
０
０
円
、
55
歳
以
上

で
13
万
円
を
引
き
下
げ
る
も

の
で
、
今
後
の
地
域
企
業
の

賃
金
に
影
響
し
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

　
議
決
結
果

　
　
賛
成
14
　
反
対
１

　
　
賛
成
多
数
で
可
決

　

事
務
次
官
な
ど
指
定
職
の

給
料
月
額
0.2
％
の
減
額
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
町
長
、
副

町
長
な
ど
が
相
当
す
る
た
め

同
様
の
減
額
と
す
る
。

　
　
町
長
及
び
副
町
長
の
給

　
　
料
等
の
削
減
額
は
い
く

ら
に
な
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　
町
長
が
年

　
　
額
14
万
６
０
０
０
円
、

副
町
長
が
11
万
３
０
０
０
円

削
減
と
な
る
。

　
　
職
員
の
課
長
職
で
年
減

　
　
額
率
が
１
・
53
％
、
中

堅
職
員
で
１
・
34
％
と
な
る

が
、
特
別
職
は
１
・
14
％
で

あ
り
、
課
長
職
と
同
率
近
く

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

総
務
課
長
　
制
度
の
違

　
　
い
か
ら
率
の
比
較
は
難

し
い
。

　
議
決
結
果

　
　

反
対
な
く
可
決

　

特
別
職
の
期
末
手
当
の
引

き
下
げ
に
伴
い
同
率
の
減
額

と
す
る
。

　
議
決
結
果

　
　

反
対
な
く
可
決

　

特
別
職
の
給
料
お
よ
び
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
に
よ
り

同
様
の
減
額
と
す
る
。

　
議
決
結
果

　
　

反
対
な
く
可
決

職
員
・特
別
職
・議
員
の

期
末
手
当
を
減
額
し
ま
し
た

期
末
手
当
を
減
額
し
ま
し
た

こんなことが決まりました－臨時議会の議案審議－

職
員
の
給
与
条
例
の

　
　
　
　
一
部
を
改
正

職
員
の
給
与
条
例
の

　
　
　
　
一
部
を
改
正

特
別
職
の
給
与
及
び

　
旅
費
の
一
部
を
改
正

教
育
長
の
給
与
、

勤
務
条
件
の
一
部
改
正

議
員
期
末
手
当
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正

質
　
疑

質
　
疑

討
　
論

答 問

答 問

答 問

臨
時

議
会

区　分

町　長

現行給料額

824000 円

638000 円

548000 円

822000 円

636000 円

546000 円

△2000 円

△2000 円

△2000 円

特別職給料の改定

改定給料額 減　額

副町長

教育長

区　分

職　員

現行期末手当

100分の150

100分の165

100分の165

100分の165

100分の135

100分の150

100分の150

100分の150

△0.25月

△0.15月

△0.15月

△0.15月

期末手当の改定（12月支給分）

改定期末手当 改　定

特別職

議　員

教育長

答
弁

そ
し
て

答
弁

そ
し
て

追
跡

　定例会での質問が
その後どうなったの
か。
　今回は安全に関す
る質問を追跡しまし
た。

　耐震診断を実施。費用は全額町
が負担しました。

　図書センターは改善されました。

町長　可能な場所から検討する町長　区長と協議したい

　エレベーター設置は財政面で難
しい。図書センターのトイレ、玄
関のスロープは検討中である。

　13施設中、地区財産の６施設が
該当。
　耐震診断を区長と協議したい。

公民分館の耐震化を図れ 　公共施設の
　　　バリアフリー化を

　中央公民館や役場など、体の不
自由な方にとって２階への昇降は
負担が大きい。図書センターも含
めバリアフリー化の考えは。
　　　　 <平成21年６月>

　地区の分館は住民のコミュニテ
ィーの場とともに災害時の避難所
になっている。昭和56年以前の旧
建築基準法で建築された建築物の
耐震化対策は。
　　　　 <平成21年3月>

追跡レポート－あの質問はどうなった－

利用者の声
　

玄
関
に
ス
ロ
ー
プ
が
で
き
、

ト
イ
レ
も
洋
式
に
な
り
、
安
心

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

松
ヶ
浜
（
謡
）　

鈴
木
さ
ん

代ヶ崎浜公民分館

民間と公務員



　
平
成
22
年
10
月
に
町
内
28

カ
所
の
避
難
所
（
建
物
）
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
11
カ
所
の
指

摘
す
べ
き
個
所
が
あ
り
、
そ

の
要
点
を
ま
と
め
担
当
課
に

提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
回
答

は
今
後
の
委
員
会
で
説
明
を

受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
10
月
に
青
森
市

の
学
力
向
上
に
向
け
た
道
徳

教
育
実
践
研
究
事
業
等
や
、

平
内
町
の
学
校
や
家
庭
に
お

け
る
道
徳
教
育
活
動
「
ほ
め

よ
う
・
叱
ろ
う
・
励
ま
そ

う
」
の
実
践
内
容
と
実
態
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
青
森
市
は
、
小
・
中
連
携

の
推
進
、
教
員
の
資
質
向
上

の
た
め
の
研
修
推
進
、
子
ど

も
に
成
就
感
を
持
た
せ
る
わ

か
る
授
業
の
実
践
、
人
間
尊

重
と
道
徳
教
育
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
立
浦

町
小
学
校
の
授
業
参
観
で
、

「
子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切

に
し
た
や
さ
し
さ
と
厳
し
さ

の
あ
る
学
校
」
と
特
色
の
あ

る
教
育
活
動
「
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
で
地
域

に
開
く
」
た
め
に
、
登
下
校

時
の
安
全
見
守
り
、
昼
休
み

の
読
み
聞
か
せ
、
放
課
後
学

習
支
援
等
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
平
内
町
は
、
独
自
の
学
習

状
況
調
査
を
実
施
、
大
学
等

か
ら
講
師
を
招
き
講
座
を
開

催
、
教
員
の
資
質
向
上
や
、

町
民
の
意
識
改
革
に
も
役
立

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
ほ

め
よ
う
・
叱
ろ
う
・
励
ま
そ

う
」
は
、
感
性
豊
か
な
心
と

人
間
と
し
て
必
要
な
規
範
意

識
を
着
実
に
推
し
進
め
て
い

く
た
め
に
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
11
月
に
は

●
地
震
津
波
の
防
災
対
策

●
避
難
場
所
や
避
難
所
の
安

　
全
確
保

●
そ
の
他
減
災
対
策

を
テ
ー
マ
に
岩
手
県
山
田
町

と
宮
城
県
南
三
陸
町
を
視
察

し
ま
し
た
。
両
町
と
も
過
去

に
は
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

住
民
の
防
災
へ
の
意
識
が
高

く
、
先
人
た
ち
は
そ
の
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と

努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
消
防
団
員
の
確
保
も
難
し

い
今
、
若
い
世
代
の
町
職
員

が
自
主
的
に
地
域
の
消
防
団

に
入
団
す
る
傾
向
が
あ
り
、

一
人
一
人
が
災
害
に
対
し
、

よ
り
高
い
防
災
意
識
を
持
っ

て
い
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
も
継
続

し
て
調
査
し
ま
す
。

南三陸町の水門遠隔操作システム

山田町の防災毛布

浦町小学校の授業を参観

総務

教育
民生

防
災
意
識
の
高
さ
に
感
銘

ほ
め
よ
う
・叱
ろ
う
・励
ま
そ
う

学んで活かせ
各常任委員会が活発に視察研修

青森県平内町（教育民生）

青森県青森市（教育民生）

岩手県山田町（総務）

宮城県南三陸町（総務）

宮城県涌谷町（議運）

宮城県蔵王町（議運）

秋田県羽後町（産業建設）

福島県本宮市（広報）

岩手県八幡平市（広報）

山形県三川町（広報）

秋田県羽後町（広報）

秋田県小坂町（議運）

石川県能美市（広報）

昨年、本町議会を
　視察に訪れた市町

昨年、各委員会で
　先進地視察した市町

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です
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委員会レポート・議員視察

ほ
か
に
も
あ
る
町
内
の

　

平
成
22
年
11
月
に
秋
田
県

羽
後
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

美
少
女
イ
ラ
ス
ト
を
商
品
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
使
用
し
た
ネ
ッ
ト
販
売

が
好
調
で
あ
り
、
う
ご
農
協

が
中
心
と
な
り
米
、
羽
後
牛

カ
レ
ー
な
ど
付
加
価
値
を
高

め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
焼
酎
の
瓶
に
美
少
女
イ
ラ

ス
ト
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
だ

け
で
売
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

は
戸
惑
い
も
感
じ
た
そ
う
で

す
。
羽
後
町
の
3
0
0
年
続

く
朝
市
や
、
伝
統
あ
る
西
馬

音
内
盆
踊
り
は
国
の
重
要
無

　

平
成
22
年
10
月
に
秋
田
県

小
坂
町
か
ら
議
会
運
営
委
員

７
人
が
来
町
さ
れ
、
議
会
運

営
全
般
の
視
察
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
現
在
本
委
員

会
で
取
り
組
ん
で
い
る
議
会

改
革
と
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
や
、
試
行
で
開
催
し
た
夜

間
議
会
の
経
緯
と
内
容
な
ど

を
説
明
し
質
疑
応
答
の
後
、

議
会
報
告
会
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
研
修

や
調
査
し
て
き
た
蔵
王
町
と

涌
谷
町
の
取
り
組
み
も
参
考

に
、
本
町
に
合
っ
た
実
効
性

の
あ
る
有
意
義
な
報
告
会
と

な
る
よ
う
、
課
題
を
拾
い
出

し
、
報
告
内
容
、
役
割
分
担
、

形
文
化
財
で
あ
り
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
盆
踊
り
が
き
っ
か
け
で
イ

ラ
ス
ト
作
家
の
西
又
葵
さ
ん

と
羽
後
町
の
交
流
が
始
ま
り

羽
後
町
を
気
に
入
っ
た
西
又

さ
ん
の
作
品
を
無
償
提
供
し

て
も
ら
う
な
ど
の
協
力
が
今

に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
観
光

客
の
心
を
捉
え
る
一
番
大
事

な
も
の
は
人
の
も
て
な
し
の

心
だ
と
、
羽
後
町
の
人
た
ち

に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

班
編
成
及
び
構
成
、
開
催
回

数
な
ど
慎
重
に
協
議
、
検
討

を
重
ね
素
案
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
読

み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
今

年
も
多
く
の
市
や
町
か
ら
視

察
が
あ
り
ま
し
た
。
受
け
入

れ
に
は
委
員
全
員
が
参
加
し

意
見
交
換
な
ど
で
は
自
分
た

ち
も
勉
強
の
場
と
心
掛
け
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
10
月
15
日
河
北
新

報
社
の
阿
部
記
者
を
講
師
に

迎
え
「
分
か
り
や
す
い
記
事

づ
く
り
」
の
講
話
を
い
た
だ

き
、
議
会
だ
よ
り
最
近
号
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、

紙
面
の
め
り
は
り
に
よ
り
読

ま
せ
る
紙
面
づ
く
り
の
改
善

点
な
ど
、
プ
ロ
の
目
で
の
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
宮
城
県
町
村
議

会
広
報
研
修
会
が
仙
台
で
行

わ
れ
委
員
全
員
で
参
加
し
ま

し
た
。
「
あ
り
の
ま
ま
に
」

「
わ
か
り
や
す
く
」
「
住
民

と
と
も
に
」
の
編
集
の
基
本

で
あ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
利

府
町
な
ど
３
町
の
議
会
だ
よ

り
が
講
師
の
深
沢
先
生
に
よ

っ
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
、

七
ヶ
浜
町
の
編
集
方
法
も
参

考
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
は
活
動
を
よ
り
詳
し
く
書

く
こ
と
を
議
員
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
町

民
の
誰
か
ら
も
分
か
り
や
す

く
、
読
み
や
す
い
編
集
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
視
察
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
も
「
議
会

だ
よ
り
へ
の
町
民
の
関
心
は

ど
う
か
」
な
ど
の
質
問
が
多

く
出
さ
れ
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
る
広

報
づ
く
り
を
心
掛
け
委
員
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
９
月
に
４
号
機

が
完
成
し
７
月
よ
り
運
転
を

開
始
し
た
東
北
電
力
㈱
仙
台

火
力
発
電
所
を
視
察
し
ま
し

た
。
環
境
保
全
の
気
運
が
高

ま
る
中
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
高
い
効
率
で
の
コ

ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電

を
採
用
し
、
従
来
よ
り
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
約
60
％

削
減
し
ま
し
た
。
燃
料
は
天

然
ガ
ス
を
使
用
し
硫
黄
酸
化

物
や
ば
い
じ
ん
の
発
生
も
な

く
地
球
に
や
さ
し
い
発
電
所

と
言
え
ま
す
。
今
後
、
敷
地

内
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

も
建
設
予
定
で
す
。

　

平
成
22
年
11
月
に
合
併
し

て
社
名
を
J
X
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
に
変
更
し
た
仙

台
製
油
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

エ
コ
社
会
に
伴
う
石
油
業
界

の
厳
し
さ
や
、
合
併
に
至
っ

た
経
緯
、
安
全
管
理
、
新
規

事
業
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
「
見
て
、
聞

い
て
、
感
じ
て
」
自
ら
が
危

険
を
体
感
す
る
安
全
教
育
の

た
め
の
「
危
険
疑
似
体
感
設

備
」
も
見
学
し
ま
し
た
。
ま

だ
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
所
員
の
体
感

研
修
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

大
事
な
も
の
は

　
　
　
　

も
て
な
し
の
心

改
革
と
活
性
化

　
　
　

     

へ
の
取
り
組
み

プ
ロ
の
指
導
で

　
　
　
　
　
　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

仙
台
火
力
４
号
機
と

　
　

仙
台
製
油
所
を
視
察

全
議
員
で

　視
察
し
ま
し
た

議会
広報

産業
建設

議会
運営

羽後町の美少女イラスト

歴史ある朝市

先進地の議会報告会を視察

プロの記者から学ぶ

仙台火力発電所

仙台製油所
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一 般 質 問町の考えを聞く

　
　
地
域
経
済
の
活
性
に
つ

　
　
な
が
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
実
施
の
考
え
は
。

　
　
町
長
　
今
後
予
想
さ
れ

　
　
る
宮
城
県
沖
地
震
に
対

応
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
改
修
助
成
を
優
先
し
た

い
。

　
　
９
月
県
議
会
で
「
住
宅

　
　
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
関

す
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
た

が
、
今
後
の
県
の
対
応
は
。

　
　
国
の
補
正
に
住
宅
リ
フ

　
　
ォ
ー
ム
助
成
が
あ
れ
ば
、

実
施
の
方
向
で
検
討
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
多
賀
城
市
で
来
年
度
実

　
　
施
と
な
っ
た
が
、
県
内

市
町
村
の
実
施
動
向
は
。

　
　
す
で
に
石
巻
市
、
加
美

　
　
町
、
東
松
島
市
で
実
施
。

　
　
石
巻
市
で
４
０
０
０
万

　
　
円
予
算
で
５
億
６
０
０

０
万
円
の
工
事
総
額
を
生
み
、

地
元
経
済
活
性
を
図
っ
て
い

る
。
本
町
で
事
業
実
施
し
た

場
合
、
助
成
１
０
０
０
万
円

予
算
で
実
施
し
た
場
合
の
地

元
経
済
（
投
資
）
効
果
は
。

　
　
二
次
波
及
効
果
ま
で
含

　
　
め
、
事
業
費
１
億
円
、

町
内
総
生
産
誘
発
３
６
０
０

万
円
、
各
産
業
の
生
産
誘
発

１
４
７
２
万
円
。

　
　
経
済
的
な
理
由
に
よ
る

　
　
小
・
中
学
校
で
の
就
学

が
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
町
が
実
施
し

て
い
る
就
学
援
助
事
業
の
改

善
と
支
援
事
業
の
拡
充
を
。

　
　
教
育
長
　
現
在
の
事
業

　
　
内
容
で
問
題
は
な
く
、

今
後
も
現
行
ど
お
り
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
遠
山
保
育
所
90
人
、
汐

　
　
見
保
育
所
55
人
の
定
員

の
削
減
は
あ
る
の
か
。

　
　
町
長
　
待
機
児
童
が
で

　
　
な
い
よ
う
乳
幼
児
の
状

況
を
見
極
め
計
画
的
に
削
減
。

　
　
保
育
料
の
引
き
上
げ
は

　
　
あ
る
の
か
。

　
　
現
段
階
で
は
引
上
げ
は

　
　
な
い
。

　
　
遠
山
保
育
所
の
改
築
計

　
　
画
は
。

　
　
現
在
、
計
画
を
延
期
し

　
　
て
国
の
制
度
変
革
の
動

向
を
見
極
め
て
い
る
。

　
　
認
定
子
ど
も
園
の
保
育

　
　
料
は
町
保
育
料
に
準
じ

て
検
討
と
あ
っ
た
が
高
低
は

あ
る
の
か
。

　
　
延
長
保
育
費
、
教
材
費

　
　
以
外
は
町
と
同
じ
料
金
。

　
　
認
定
子
ど
も
園
に
町
か

　
　
ら
支
払
わ
れ
る
保
育
所

運
営
費
と
は
。

　
　
国
基
準
の
保
育
単
価
か

　
　
ら
徴
収
し
た
保
育
料
を

差
し
引
い
た
額
。

　
　
認
定
子
ど
も
園
の
入
所

　
　
認
定
で
低
所
得
・
税
滞

納
世
帯
の
拒
否
や
保
育
料
滞

納
世
帯
の
退
所
等
は
起
き
な

い
か
。

答

答

問問答 答問答 答

問答 問

問答 問

答 問

　
　
正
当
な
理
由
が
な
け
れ

　
　
ば
拒
め
な
い
。
滞
納
の

リ
ス
ク
を
事
業
者
側
が
負
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
退
所
の

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

答

問

答

問

問

どうなるの？公的保育所の役割は

畳替えも「住宅リフォーム助成」で

　
　
町
長
　
事
故
を
考
え
専

　
　
用
道
路
を
推
進
す
る
国

の
動
き
も
あ
る
が
、
こ
の
道

路
は
勾
配
が
6.7
％
と
強
く
ス

ピ
ー
ド
が
増
し
て
危
険
が
さ

ら
に
増
大
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
な
ど
へ
の
入
口
の
取
り
付

け
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
設
置

は
難
し
い
。

　
　
自
転
車
を
降
り
て
坂
を

　
　
下
る
よ
う
に
と
の
指
導

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
物

理
的
な
対
策
が
急
務
と
考
え

る
が
。

　
　
場
所
や
環
境
を
考
え
る

　
　
と
何
ら
か
の
工
夫
が
必

要
で
あ
り
、
む
し
ろ
降
り
て

歩
く
手
段
を
考
え
る
べ
き
か

も
知
れ
な
い
。
勉
強
し
た
い
。

　
　
町
内
全
体
の
危
険
個
所

　
　
の
抽
出
と
対
応
は
。

　　
　
本
町
の
地
形
は
海
に
向

　
　
か
っ
て
傾
斜
を
し
て
い

る
の
で
勾
配
の
強
い
道
路
が

多
く
、
す
べ
て
を
改
良
す
る

訳
に
は
い
か
な
い
の
で
交
通

安
全
指
導
隊
を
含
め
啓
発
を

し
て
い
る
。
自
転
車
通
学
を

認
め
て
い
る
の
は
七
ヶ
浜
中

だ
け
で
あ
り
、
指
導
を
徹
底

し
た
い
。

　
　
自
転
車
専
用
道
路
を
ル

　
　
ー
ト
化
し
、
健
康
促
進

と
観
光
手
段
と
し
て
の
町
内

一
周
専
用
道
路
に
す
る
構
想

は
実
現
で
き
な
い
か
。

　
　
用
地
の
取
得
、
文
化
庁

　
　
の
許
可
、
財
政
な
ど
を

考
え
る
と
町
内
一
周
の
自
転

車
専
用
道
路
の
設
置
は
非
常

に
難
し
い
。

　
　
第
四
次
国
土
利
用
計
画

　
　
で
は
地
域
を
様
々
な
目

的
を
持
っ
た
ゾ
ー
ン
と
し
て

設
定
し
て
い
る
。
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
で
の
健
康
促

進
や
観
光
手
段
と
し
て
「
七

ヶ
浜
を
巡
る
自
転
車
観
光
」

と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
い
か
が
か
。

　
　
菖
蒲
田
海
岸
の
堤
防
な

　
　
ど
を
利
用
し
た
部
分
的

な
も
の
は
可
能
性
を
探
り
た

い
。
し
か
し
、
以
前
と
違
い

５
年
、
10
年
先
の
財
政
状
況

も
不
透
明
な
現
在
で
の
事
業

実
現
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
中
央
公
民
館
か
ら
ア
ク

　
　
ア
リ
ー
ナ
脇
ま
で
の
歩

道
の
危
険
性
を
以
前
か
ら
指

摘
し
て
い
る
。
教
育
民
生
常

任
委
員
会
で
も
「
学
校
教
育

環
境
の
整
備
」
の
な
か
で
対

策
を
促
し
て
い
た
が
、
翌
年

に
は
懸
念
し
て
い
た
事
故
が

発
生
し
急
き
ょ
防
犯
灯
を
設

置
し
た
経
緯
も
あ
っ
た
。
今

回
の
事
故
を
知
ら
な
い
住
民

か
ら
投
書
が
あ
り
、
平
成
22

年
10
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り

に
「
ご
意
見
板
」
と
し
て
掲

載
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
下

校
生
徒
の
た
め
に
ア
ク
ア
リ

ー
ナ
付
近
に
教
師
が
立
ち
自

転
車
を
降
り
て
歩
く
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

危
険
性
は
依
然
と
し
て
高
い

も
の
と
感
じ
て
お
り
、
行
政

と
し
て
の
抜
本
的
な
改
良
が

必
要
で
あ
る
。
自
転
車
専
用

道
路
を
設
け
て
欲
し
い
と
い

う
投
書
へ
の
見
解
は
。

問

答答

答答

答

問

問

問

問

自転車で登校

通
学
路
の
安
全
は
自
転
車
専
用
道
路
で

今
後
の
保
育
所
・認
定
子
ど
も
園
事
業
を
問
う

就
学
援
助
事
業
の
拡
充
を

勾
配
が
強
く
設
置
は
難
し
い

国
の
施
策
を
見
極
め
て
い
く

現
行
ど
お
り
進
め
た
い

住宅リフォーム助成事業の実施は
耐震診断・耐震改修を優先

岡﨑　正憲　議員歌川　渡　議員

町
長

町
長

教
育
長

町長
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一 般 質 問町の考えを聞く

　
　
学
校
耐
震
工
事
と
同
時

　
　
に
内
装
に
木
材
を
生
か

し
た
改
修
工
事
が
で
き
な
い

か
。
た
び
た
び
工
事
の
で
き

な
い
教
育
現
場
で
あ
る
。
福

島
県
西
塩
原
村
立
さ
く
ら
小

学
校
と
飯
樋
小
学
校
の
改
修

工
事
を
知
り
両
校
を
視
察
。

木
材
を
多
く
使
っ
た
文
化
施

設
に
見
え
た
学
校
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
本
町
の
児
童

に
も
ぬ
く
も
り
の
あ
る
校
舎

で
学
ば
せ
た
い
と
思
う
が
考

え
は
。

　
　
町
長
　
今
回
は
耐
震
補

　
　
強
工
事
で
主
に
耐
力
壁

の
増
設
や
鉄
骨
ブ
レ
ス
の
設

置
等
で
あ
り
、
内
装
工
事
は

予
定
し
て
お
ら
ず
木
材
を
使

用
す
る
工
事
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。

　
　
耐
震
工
事
だ
か
ら
内
装

　
　
を
考
え
な
い
で
は
な
く

工
事
を
す
る
と
な
る
と
授
業

に
影
響
が
あ
り
何
度
も
で
き

る
問
題
で
は
な
く
、
耐
震
工

事
と
一
緒
に
行
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　
耐
震
工
事
に
は
多
額
の

　
　
費
用
が
か
か
る
。
工
事

個
所
で
の
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
一
緒
に
工
事
を
や
り
た

い
。

　
　

　
　
各
学
校
に
空
き
教
室
が

　
　
い
く
つ
か
あ
る
と
思
う

が
、
改
修
す
る
場
合
は
児
童

が
自
由
に
集
え
る
ゆ
と
り
の

あ
る
空
間
を
提
供
で
き
な
い

か
。

　
　
教
育
長
　
空
き
教
室
は

　
　
い
ず
れ
も
有
効
に
活
用

し
て
い
る
。
柔
軟
な
対
応
を

す
る
た
め
に
も
空
き
教
室
を

予
備
的
に
確
保
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
文
部
科
学
省
で

は
平
成
23
年
度
か
ら
現
在
の

答

答

問

問

問

40
人
学
級
か
ら
段
階
的
に
35

人
に
移
行
す
る
と
の
情
報
も

入
っ
て
お
り
、
国
の
動
向
に

も
慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在

空
き
教
室
は
少
人
数
指
導
、

生
徒
会
、
会
議
室
に
使
っ
て

お
り
、
大
々
的
に
そ
の
教
室

を
改
装
す
る
と
な
る
と
財
源

的
な
こ
と
も
あ
る
。

答

　
　
町
長
　
仙
台
市
で
は
平

　
　
成
22
年
７
月
か
ら
本
庁

舎
や
区
役
所
、
市
立
病
院
な

ど
公
共
施
設
21
カ
所
に
優
先

的
に
利
用
で
き
る
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
す
で
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
宮
城
県
で
も
こ
れ
ら

に
類
似
す
る
制
度
の
導
入
を

は
か
る
た
め
、
仙
台
市
に
隣

接
す
る
６
市
町
へ
の
説
明
で

具
体
的
な
推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
示
さ
れ
た
が
、
意
見
の

食
い
違
い
が
あ
り
実
施
が
見

送
ら
れ
た
。
本
町
で
は
公
共

施
設
で
の
場
所
の
確
保
や
町

内
の
ス
ー
パ
ー
、
銀
行
な
ど

不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
施

設
へ
の
働
き
か
け
や
、
統
一

し
た
表
示
マ
ー
ク
が
望
ま
し

い
こ
と
か
ら
広
域
的
に
関
係

団
体
と
の
協
議
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
県
の
今
後
の
対

応
も
見
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
く
。
身
障
者
駐
車
区
画

と
同
じ
く
利
用
す
る
方
々
の

思
い
や
り
や
良
識
が
大
切
で

あ
り
、
合
わ
せ
て
町
民
の
マ

ナ
ー
向
上
も
啓
発
し
て
い
く
。

　
　
外
見
か
ら
は
分
か
り
に

　
　
く
い
内
部
障
が
い
者
は

こ
れ
ま
で
も
車
イ
ス
マ
ー
ク

の
駐
車
区
画
に
は
止
め
に
く

い
と
の
声
も
あ
る
が
設
置
に

関
し
て
の
見
解
は
。

　
　
県
が
進
め
よ
う
と
し
た

　
　
事
業
は
障
が
い
者
の
許

可
証
を
必
要
と
す
る
も
の
で

利
便
性
に
欠
け
る
。
町
外
に

出
か
け
て
行
っ
て
も
同
じ
表

示
マ
ー
ク
で
あ
れ
ば
利
用
し

や
す
い
。
内
部
障
が
い
者
や

け
が
を
し
た
人
な
ど
、
遠
く

に
止
め
ら
れ
な
い
人
で
も
許

可
証
な
し
で
善
意
的
に
そ
の

設
置
区
画
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
本
町
を
含
む
６
市
町
で

統
一
マ
ー
ク
に
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
く
。

　
　
平
成
６
年
ハ
ー
ト
ビ
ル

　
　
法
が
施
行
さ
れ
多
く
の

人
が
利
用
す
る
店
舗
や
ホ
テ

ル
な
ど
の
施
設
に
は
、
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
人
の
駐
車

場
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
町
で
も
役
場
、
中

央
公
民
館
、
国
際
村
な
ど
正

面
入
口
の
一
番
近
い
場
所
に

車
イ
ス
マ
ー
ク
を
表
示
し
、

身
障
者
専
用
駐
車
場
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
こ

れ
ら
に
加
え
も
う
一
歩
優
し

さ
を
も
っ
た
思
い
や
り
駐
車

区
画
を
設
置
す
る
自
治
体
も

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
高
齢

者
や
け
が
を
し
た
人
、
内
部

障
が
い
の
あ
る
人
、
妊
婦
や

乳
幼
児
連
れ
な
ど
、
利
用
が

必
要
な
人
た
ち
へ
配
慮
し
集

客
の
多
い
公
共
施
設
や
町
内

の
大
型
店
舗
な
ど
へ
の
思
い

や
り
駐
車
区
画
の
設
置
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。
身
近
な

生
活
の
場
や
日
常
の
行
動
の

中
に
こ
そ
安
心
・
安
全
が
確

保
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

問

答

答 問

思いやり区画もあったらいいね

さくら小学校の校舎

ひ と 口 メ モ

　
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
等
が
円

滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物

（
病
院
、ホ
テ
ル
、老
人
ホ
ー
ム
な

ど
）の
建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律

の
通
称
。

◆
ハ
ー
ト
ビ
ル
法

　
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、膀
胱（
ぼ

う
こ
う
）、直
腸
、小
腸
な
ど
の
機

能
障
害
の
総
称
。

◆
内
部
障
が
い

思
い
や
り
駐
車
区
画
の
設
置
を

広
域
で
統
一
マ
ー
ク
の
検
討
を
進
め
る

児童にぬくもりのある校舎で
木材の使用はごくわずか

千葉志美枝　議員鈴木　勝美　議員

町
長

町長
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編
集
後
記

議会を監視するのはみなさんです。
－次の定例会は３月３日開会予定です－

面倒な手続はございません。どなたでも気軽に傍聴することができます。ぜひお越しください
詳しくは議会事務局まで　℡３５７-７４３５

または、町ホームページ「町民便利帳」をご覧ください。 http://www.shichigahama.com

⑯

　
昨
年
は
、
チ
リ
の
鉱
山
落

盤
事
故
で
地
下
７
０
０
㍍
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
33
人
の
作

業
員
が
69
日
ぶ
り
に
救
出
さ

れ
世
界
中
に
感
動
を
与
え
、

リ
ー
ダ
ー
の
統
率
力
が
賞
賛

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
を
教
訓
に
議
会

も
一
致
団
結
し
、
使
命
を
果

た
す
こ
と
が
重
要
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。

　
仙
台
火
力
４
号
機
が
昨
年

７
月
に
営
業
運
転
を
開
始
し
、

七
ヶ
浜
町
に
と
っ
て
環
境
面
、

財
政
面
に
大
き
く
貢
献
す
る

な
ど
明
る
い
展
望
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ん
の
声
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
糸
久
　
　
博

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
議
　
　
長
　
阿
部
　
慶
也

　
委 

員 

長
　
梅
津
　
榮
一

　
副
委
員
長
　
岡
﨑
　
正
憲

　
委
　
　
員
　
鈴
木
　
初
雄

　
　
　
　
　
　
糸
久
　
　
博

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勝
美

　
　
　
　
　
　
千
葉
志
美
枝

●
発
行
／
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
985-8577 宮

城
県
七
ヶ
浜
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　議会（議員）は住民の代表として、議
会報告会の開催などで、私たちの意見を
行政に反映していただきたいと思います。

　新しい総合計画が作成されましたが、
町民が住んで良かったといえる七ヶ浜町
の実現に向けて行政とともに進めてもら
いたいものです。

　議会で決まったことをわかりやすく編
集してあり、始めから終わりまで興味を
もって読んでいます。定例会の内容が事
前に分かれば傍聴に行く人も増えるので
は・・・

　町民の皆さんからお寄せいただいたご意見、
ご要望などを紹介いたします。どしどしお寄せ
下さい。お待ちしております。

　菖蒲田浜子ども会のしめ縄づくりが、公民

分館で行われました。

　当日参加した30人の子どもたちが地元の経

験者の指導でチャレンジ。初めてつかむ稲わ

らに悪戦苦闘しながらも一生懸命取り組んで

いるところを撮影しました。

　完成したしめ縄は

　　　“自分の部屋に飾るんだ”と

　　　　　　　　　みんな嬉しそうでした。

　孫のような子どもたちに教えるため、久し

ぶりにワラをないました。

　子どもたちはコツをつかむのに苦労してい

ましたが、これからも日本の伝統を伝えてい

きたいと思います。

　※ワラをなうとは…数本のワラを一本により合わせること

町民の声

皆さんに開かれた議会を
目指していますが

議会に望むことは

議会だよりの内容は

千葉徳子さん

（汐見台南）

指導者の感想

インタビュー

表紙の写真に寄せて（撮影談）

※


